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Web コメントを用いた社会の風潮の測定手法に関する研究 

 

公共システム研究室 戸田雅生 

 
1．はじめに 
近年，感染症や自然災害といった未曾有の災禍

が発生しており，2019 年 12 月中国で確認された
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は世界
的に大流行し，人々の生活や経済活動に対し多大
な影響を及ぼしている．このような緊急事態にお
いて，政府は感染拡大を抑止するための対応と，
生活状況に応じた対策を迅速に行う必要がある． 

感染が拡大している中で，人々は行動制限を強
いられ，以前の日常生活を続けられない状況にあ
る．このような状況下においては，人々には不安
や不満などの様々な感情が広がることが予測さ
れる．本研究では，このような人々の感情の総体
を「風潮」と呼ぶ．風潮には一過性のものもあれ
ば，解消されずに人々の心理や行動に悪影響を与
えかねないものもある．そこで，風潮の状態を定
量的に把握することができれば，対策を講じる手
立てになると考える． 

人々の心理的状態を把握する 1 つの手段とし
て質問紙調査がある．しかし，緊急事態下におい
ては，時間と予算の制約により，大規模な社会調
査を実施することは難しい．一方で，インターネ
ット上には，日々のニュース記事に対して人々が
様々なコメントを投稿しており，さらにコメント
に対する賛否を確認することができる．つまり，
大量のテキストに表れる感情と，それらに付随す
る情報を用いて，風潮を明らかにすることが可能
である． 

本研究では，Web サイトに投稿されたコメント
を対象として，テキスト解析により社会の風潮を
測る手法を開発する．1 年間の新型コロナウイル
ス感染症に関する記事で実証する． 
 

2．本研究の考え方 
2.1 風潮の定義 
人々の感情を定量化する方法に感情分析

(Sentiment analysis)がある．テキストから特徴的
な単語あるいは表現を抽出し，それらを総合的に
評価することにより，文書の書き手の感情や態度
などを明らかにする方法である．製品やサービス
に対するレビューの評価に用いられている．ここ
で，単語の特徴を表す指標として単語感情極性対
応表がある．単語に−1 から+1 の実数値が与えら
れ，+1に近い単語ほど良い印象(positive)であるこ
とを示す． 

本研究では，この対応表を用いてまずコメント
1 つ 1 つの感情値を算出する．次に感情値を総合
的に評価した値を風潮と考え，日にち毎の感情の
平均値および標準偏差を指標とする．ここで，感
情値を算出するにあたり，コメントの投稿者だけ
でなく閲覧者の反応も考慮する．具体的には，コ
メントの内容に対する同意・非同意の数を用いる． 

2.2 風潮の評価 
風潮の評価の方法について述べる．平均と標準

偏差の 2 軸に図示し I から IV に分類する． 

Ⅰ ポジティブで標準偏差が大きい．記事に対し
てネガティブやポジティブ，さまざまな感情
がある中で，比較的ポジティブな感情が多い． 

II ネガティブで標準偏差が大きい．記事に対し
てネガティブやポジティブ，さまざまな感情
がある中で，比較的ネガティブな感情が多い． 

III ネガティブで標準偏差が小さい．記事に対し
てネガティブな感情ばかりである． 

IV ポジティブで標準偏差が小さい．記事に対し
てポジティブな感情ばかりである． 

ここで，望ましい状態は，どんな内容の記事や
コメントにもポジティブ（肯定的）な感情の状態
（IV），またはネガティブ（否定的）とポジティ
ブ（肯定的）な感情がどちらも存在している状態
である（I および II）．一方で望ましくない状態は，
どんな内容に対してもネガティブ（否定的）な感
情の状態である（III）．本研究では，1 日ごとにコ
メントの感情の状態をプロットし，月別および話
題別に比較することを試みる． 

 

3．分析手法 
d日目における i番目のコメントの感情値 ediを

定義する．以下では d日目における i番目のコメ
ントをコメント diと表記する．コメント diに含
まれる単語 jは感情極性 sjを持つ．コメント diに
おいて単語 j が fj回出現したとき ediを以下のよ
うに定義する．コメント di に出現する単語の集
合を Adiで表す． 

 𝑒𝑑𝑖 = ∑ 𝑓𝑗𝑠𝑗

𝑗∈𝐴𝑑𝑖

 (1) 

ここで，コメント diの「そう思う」の数を gdi，
「そう思わない」の数を bdiとする．これらを考
慮した感情値を次のように定義する． 

 
𝐸𝑑𝑖 = 𝑒𝑑𝑖(1 + 𝑔𝑑𝑖 − 𝑏𝑑𝑖) (2) 

本研究では 1 日ごとに世間の感情の状態を求
める．世間の感情の状態は，その日における世間
の感情値の平均と標準偏差という 2 つの指標で
代表する．まず，ある d日のコメント数の合計を
Ndとすると，d日における世間の感情値の平均は
次式で表される． 

 
𝐸𝑑
̅̅ ̅ =

∑ 𝐸𝑑𝑖
𝑁𝑑
𝑖=1

𝑁𝑑

 (3) 

同様に，標準偏差は次式で表される． 
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𝜎𝑑 = √
∑ (𝐸𝑑𝑖 − 𝐸𝑑

̅̅ ̅)2𝑁𝑑
𝑖=1

𝑁𝑑

 (4) 

人々の感情の状態が大きく変化した日を把握
する．まず，平均感情値がポジティブ（またはネ
ガティブ）な方向に変化したのかは，次式から判
定する． 

 
�̅�𝑑 − �̅�𝑑−1 = {

> 0     𝑝𝑜𝑠𝑖𝑡𝑖𝑣𝑒
< 0   𝑛𝑒𝑔𝑎𝑡𝑖𝑣𝑒

 (5) 

次に，感情値が偏った（またはばらついた）の
かは，次式から判定する． 

 
𝜎𝑑 − 𝜎𝑑−1 = {

> 0  𝑣𝑎𝑟𝑖𝑎𝑏𝑖𝑙𝑖𝑡𝑦
< 0   𝑢𝑛𝑖𝑓𝑜𝑟𝑚𝑖𝑡𝑦

 (5) 

 
4．分析結果 

2020 年 6 月 1 日から 2021 年 5 月 31 日までの
1 年間を対象期間として，「コロナ」と「政府」の
2 つの単語をタイトルまたは記事内容に含む国
内の記事を収集した．記事数は 9,089 件，コメン
ト数は 1,887,994 件であった．図 1 に記事数と新
規感染者数の推移を示す．相関係数は 0.61 であ
り，記事数と新規感染者数には相関があることが
わかった． 

2021 年 5 月の感情の状態を図 2 に示す．縦軸
は感情値のばらつきを表す標準偏差，横軸は平均
感情値である．II と IV に分類される日にちが多
い．ポジィティブに集中する状態および，ネガテ
ィブにばらついた状態が多いことがわかった． 

2021 年 5 月において，平均感情値が最も大き
く変化したのは 5 月 7 日から 5 月 8 日であり，ネ
ガティブな方向に変化した．平均感情値および標
準偏差が最も大きく変化したのは，5 月 24 日か
ら 5 月 25 日である．ポジティブな感情に集中し
たことがわかった． 

5 月 8 日の記事を確認すると，15 道県で新規感
染者数が過去最多で大都市圏から地方へ感染が
広がっている内容の記事に対し，国民の行動が制
限されている中で議員などが会食をしている点
やオリンピックを開催する方向など政府側の行
動や方針などをネガティブな表現で批判してい
るコメントが見られた．そのコメントに対して約
7 万件の「そう思う」の投票があった． 

図 3 には，Go To キャンペーンに関する感情の
状態を示す．1 年間を通して，平均感情値および
標準偏差が最も大きく変化したのは，2020年 7月
18 日から 7 月 19 日であった．Go To キャンペー
ンに対する首相の説明責任を追及する記事に対
し，ネガティブなコメントが見られた．そのコメ
ントに対し約 9 万件の「そう思う」の投票があっ
た．Go To キャンペーンのトラベル事業の開始は
7 月 22 日であり，事業開始前に社会にはネガテ
ィブな感情に集中していたことがわかった． 

 

5．おわりに 
本研究では，Web サイト上のニュース記事に投

稿されたコメントを感情分析することで社会の

風潮を測る手法を開発した．平均感情値と標準偏
差により 1 日の社会全体の感情の状態をプロッ
トし，どのような変化が生じたのかを明らかにし
た．前日と比較することにより，感情の状態が変
化する様子を可視化することができた．今後の課
題としては，記事の内容への賛否を風潮に反映さ
せることである． 

 

図 1 記事数と新規感染者数 

 

図 2 2021 年 5 月 

 

図 3 Go To キャンペーン 
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